
1     MaxGauge活用TIPs 

本TIPｓは、以下の場面で活用します。 

 

 CPU使用率が90%以上の状態が続いた 

 

 CPU使用率に関するアラートが発生した 

 

 

活用TIPｓ：CPU過負荷（過去）の調査手順 



2     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： CPU過負荷（過去）の調査手順（１/３） 

Performance Analyzerから、「インスタンス名」、「日付」、「時間」を指定して開きます。「OS指標」
を選択し、CPU使用率が高い時間でダブルクリックします。「プロセス」タブを選択し「CPU」順に
ソートし、上位プロセスがDB関連プロセスかどうかを切り分けします。Oracle以外のプロセスの
場合はサーバ管理者に問い合わせします。Oracleプロセスの場合はPIDを確認します。 

 

１ ２ 

３ 

CPUが90%以上で

推移しており、大
半を「User」が占め
ている時間帯 

ここでダブルクリック。 
22:20:00がフォーカ
スされました 

４ 

５ 

６ 

７ 



3     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： CPU過負荷（過去）の調査手順（２/３） 

「セッション」タブを選択し、「CPU」でソートします。プロセスの「PID」とセッションの「SPID」が同一
のものがあることを確認し、「SQL Text」を特定します。 

１ 
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「SQLリスト」タブを選択し検索後に「CPU（SUM）」順でソートします。 

前項の「セッション」タブで確認されたSQLが、上位に存在することを確認します。 

活用TIPｓ： CPU過負荷（過去）の調査手順（３/３） 

１ 

２ 

上から５番目までにCPU時間が集中しており、 
「Lreads」、「Preads」も多いことが分かります。 

３ 
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問題になっているSQL（以下）は、関数を使っていたため「NAME」カラムの索引が活用されなかっ
た事例です。改善策としてファンクション索引を追加した結果、CPU使用率が正常になりました。 

  SELECT NAME, CATEGORY, DESCN FROM PRODUCT WHERE LOWER(NAME) = :B1 

活用TIPｓ： CPU過負荷時の改善例 



6     MaxGauge活用TIPs 

MaxGauge TIPsはこちら 
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/exemlabo_maxgauge_tips_index.html 

 

＜お問い合わせ＞ 

日本エクセム株式会社 

TEL : 03-4530-9598 

e-mail : service@ex-em.co.jp 

今回のTIPからは、以下の事を確認しました。 

 OS観点のCPU負荷状況 

 プロセス観点のCPU負荷状況 

 各SQLのCPU負荷状況 

 ファンクション索引追加による改善結果 
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